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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は節足動物門昆虫綱カワゲラ目カワゲラ科のカワゲラを研究材料としヨ本種の胚発生過程

を綿密に研究し，詳細に記載することを第一の目的としている。またその研究結果を現在までに研

究された下等不完全変態昆虫群の胚発生と比較検討して雪カワゲラ目胚発生の特徴を把握し言さら

にこの昆虫群内におけるカワゲラ目の系統的位置を発生形質に基づき考察することを第二の目的と

している。

1）カワゲラの初期発生（受精ラ卵割，胚盤葉形成、胚原基形成ヨ胚膜形成）ヨ中期発生（胚帯形

　成ラ体節および付属肢形成ヨ胚運動），後期発生（背閉鎖ヨ外胚葉および中胚葉性器官形成ヨ消化

　管形成）を12の発生段階に分け害各ステージの胚の発生に伴なう外部1内部形態の変化を詳細に

　記載している。特に胚原基，胚付属肢ラ神経系ラ消化管の形成およびクロライド細胞の発生につ

　いては徹底した研究がなされ，いくつもの新知見が得られた。

2）　カワゲラの胚発生の研究結果からカワゲラの1種〃1o伽岬s卯o肋s（MILLER，1939）で記録さ

　れたprimaryn㏄1earaggregateによる極めて特異な胚原基形成は観察されず，本種では卵後極に

　分化した胚盤が卵黄中に沈みヨ袋状胚原基となることを確認し，カワゲラ目の胚原基形成がシロ

　アリ目におけるものに類似することを指摘している。またカワゲラ目の中腸上皮原基がラ肛門陥
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　のみから生じる単極形成によってつくられることを確認しヨ本目の極めて重要な発生形質である

　ことを指摘した上でヨこの単極形成は昆虫綱で広く知られた二極形成の変形として生じたもので

　あると推測している。なお本種の腹髄神経索形成に際し事神経原細胞数の増減パターンが各胸部

　体節ではほとんど同様であるが、顎部および腹部の各体節問には類似性が認められぬ事実を発見

　し，その原因を考察した。頭部を構成する体節については，口前節とそれに続く触角，問挿，大

　腺ヨ小聰ラ下唇の5節がラ頭部形成に参加すると結論している。

　著者はまた、これらの研究結果からヨ系統学的検討に有効と考えられる6発生形質を選び，他の

多新翅群の昆虫類と比較考察した結果，この昆虫群中シロアリ目がヨ本研究に用いたカワゲラ目に

最も近縁と考えられるとの結論に達している。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究の第1の目的であるカワゲラ目の全発生過程の記載に関してはヨほぼその目的を達してい

るがヨ初期発生と中胚葉性器官形成の一部に不徹底な点がみられラ今後これらについての補充研究

が望まれる。またカワゲラ目の系統学的位置決定に有効な発生学的データを得ようとする第2の目

的はラ十分に達成されたといえる。

　以上ラ述べたように本研究は昆虫発生学上ラ今日まで未知の面を多く残していたカワゲラ目の発

生学に根本的な知見を与えるものとして高く評価される。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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